
 

 

 

 

 

 

成長を振り返って    園長 篠澤 恵理 
子どもたちの大好きな遊びの一つに、「コインゲーム」があります。５枚の金貨を持ちながら、出会った 

相手とジャンケンをして、勝てば相手から１枚コインをもらえるルールです。負けたときには、自分のコイン
が一枚減るのですが、コインが０枚になっても、相手が承諾すれば、ジャンケンができます。「コインは、持っ
てないけれど、ジャンケンをしてくれますか︖」と、相手に声をかけています。すぐに応じてもらえずに断ら
れても、諦めずに他の人に聞いてみるような、たくましさも見られました。 

中には、負けることが続くと、これ以上ジャンケンしをなければ、コインもなくならないと考えて、隅でじ
っと待っている子もいます。以前は、思い通りにならないことがあった時に、泣いたり怒ったりしていたので
すが、今回は葛藤しながらも、どう過ごすかを自分で考えての行動です。その後は、その様子に気付いた友達
が声をかけてくれたので、気持ちを立て直して再びジャンケンをしていました。喜びや葛藤を味わいながら
も、友達と過ごすことが楽しいと感じているからこそ、気持ちを立て直せたり、次に向かう意欲がもてたりし
たのです。 

子どもたちは、コインゲームの遊びを通して、自ら、「考えて」「決めて」「動いて」「受け入れて」「気持ちを
整えて（立て直して）」「思いを伝える」など様々な感情を体験しています。日々の遊びや様々な人との関わり
の中で学んだことは、思考力や判断力、自己抑制力や交渉力の土台となっていきます。何気ない言動の中に
も、これまで積み上げた子どもたちの成長ぶりが見えてきます。 

幼稚園では、これまで撮影した写真を保育室に置いて見られるようにしています。自分の写真を探して、懐
かしがる様子もあります。また、自分の成長を実感できる機会にもなっています。是非ご家庭でも、園生活を
振り返りながら、子どもの成長を語り合う機会がもてると良いですね。 

今年度も、保護者や地域の皆様には、温かなお力添えをいただきまして、誠にありがとうございました。今
後、令和７年４月のこども園開設に向けて、様々な工事が始まり、騒音等でご迷惑をおかけすることと存じま
すが、何卒ご理解・ご協力のほど、お願い申し上げます。 

 

 風の強い日、風の流れが目に見て分かるように長い紐をなびかせてみました。子どもたちは、くねくねと
紐が動く様子を見て大喜び︕紐の動きを見ながら蛇に見立てて、「蛇をやっつけろ︕」と言いながら走り回
っていました。風の強さで自分の体が倒れないように踏ん張り、風に立ち向かうたくましさも育ちました。 

雪の日には、園庭の土手は、大人気の滑り台になります。何度も繰り返して、夢中になって遊びました。 
また、りす組の子ども劇場では、劇遊び「もりのおふろ」を楽しみました。友達と一緒に過ごす園生活は、
心が温まる毎日です。 
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【風を感じて遊ぶ】        【雪の滑り台】      りす組劇遊び【もりのおふろ】 


